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講師紹介



  ゴードン・ハットナー氏  米国イリノイ大学アー
バナ==シャンペーン校英文学部教授。アメリカ文学

の成立ならびに文学史の形成、さらには「読書」

や「出版」という思想史的研究を牽引する専門家。

American Literary History誌の創設編集人としても知
られる。主著にWhat America Read (2009), American 
Literature, American Culture (編著 1999), Secrets and 
Sympathy (1988) など。


    デイル・バウアー氏  米国イリノイ大学アーバナ==

シャンペーン校英文学部教授。読者反応理論やダ

イアローグ理論などの諸理論を独創的に活かしつ

つ、アメリカ女性文学研究とフェミニズム批評の

進展に寄与してきた専門家。主著にSex Expression 
and American Women Writers, 1860-1940 (2009), Edith 
Wharton’s Brave New Politics (1994), Feminist 
Dialogics (1988) など。



1. On Women’s Serial Fiction (Prof. Bauer) 
2. The History of the Twenty-First Century 

American Novel: A Brief Introduction  
(Prof. Hutner) 

                 June 20, 2015 (15:00～18:00)                     

立教大学池袋キャンパス1122号館地下会議室

立教大学文学部文学科英米文学専修主催公開講演会



講演概要


「アメリカ小説の過去・現在・未来」を主題とし

た合同講演会を行う。まずBauer教授の講演か
ら、19世紀に発達した「連載小説」と、そのジャ
ンルの進展における女性作家の役割についての討

議を行い、次いで、アメリカ小説の2211世紀にお

ける展開を概観するHutner教授の講演から、同文
学形式の現在と未来を展望する。講演言語は英語

（通訳なし）。



問い合わせ先



英米文学専修教授・新田啓子  ((knitta@rikkyo.ac.jp) 


※講演会終了後、講師を囲んだレセプションを行いま

す（先着順・無料）。参加ご希望の方は、上記アドレ

スまでご連絡ください。
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